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旧体系

サービス管理責任
者

実務用件

児童発達支援管理
責任者実務用件

相談支援従事者初任研修
講義部分の一部を受講

＋
サービス管理責任者等研修共通

講義
及び分野別演習を受講

サービス管理責任者
児童発達支援管理責任者

として配置

現（新）体系

サービス管理責任
者

実務用件

児童発達支援管理
責任者実務用件

基礎研修
相談支援従事者研修初任者研修
講義部分の一部を受講

+
サービス管理責任者等研修（統

一）
研修講義・演習を受講

OJT
一部
業務
可能

新規創設

サービス
管理責任
者

実践研修

サービス
管理責任
者

児童発達
支援管理
責任者
として配
置

サービス
管理責任
者更新研
修

平成３１年度(令和元年度）より
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目的
①行政の動向や制度改正等の最新の情報（アップデート）を得る

②サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者としてのこれまでの業務内容を振り返
るとともに、知識・技術の更なる向上を図る
③サービス提供職員等へのスーパービジョンの方法を学ぶ

研修項目 獲得目標

① 障害者福祉施策及び
児童福祉施策の動向

最新の動向を学習することにより利用者の制度的な環境の変化を理解
する

② サービス提供事業所と
しての自己検証
【事前課題１】

各自事業所の取組状況や地域との連携の実践状況を出し合うことにより、
コンプライアンスを理解し、今後の事業所としての取組を明確して実践に
活かす

サービス管理責任者と
しての自己検証
【事前課題２】

サービス提供責任者としての自らの業務を振り返り、支援のあり方や地
域とのかかわり方、今後自ら取組むべき課題を明確にして実践に活かす

関係機関との連携
【事前課題３】

地域の相談支援専門員や関係機関、さらに（自立支援）協議会との連携
状況を再確認して実践に活かす。
（自立支援）協議会の役割を理解する。

③ 事例検討 サービス提供職員へのスーパービジョンの具体的な技術を獲得し、実践
に活かす

更新研修 演習の内容
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演習1 事前課題１
「サービス提供事業所としての自己検証」

演習2 事前課題２
「サービス管理責任者等としての自己検証」

演習3 事前課題３
「関係機関との連携」

更新研修 3つの演習
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サービス管理責任者・
児童発達支援管理責任者更新研修

都道府県指導者更新研修の流れと

都道府県「更新研修」実施のためのポイント

【演習ガイダンス】サビ児管（注１）更新研修の構造及び演習の進め方
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自己紹介

①自己紹介

「氏名、所属先、現在の業務」

（8日：受講者6～7名と演習講師）

（10日：受講者6～9名と演習講師）
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「サービス提供事業所としての自己検証」

＜目的＞
このセッションは、サビ児管としてのスキルアップに
加え、サビ児管業務を行える環境（風土）を整
えることも必要なことから、
事前課題１を用いて組織環境の振り返り並び
に参加者の取組みを参考にして自事業所に取
り入れること。

【演習1】 目的と要点
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演習１「サービス提供事業所としての自己検証」について

＜事前課題１＞

「組織体制」と「チームワーク」の2つの大項目

組織体制の取組の良いところ
組織体制の取組の良いと思う理由
チームワークの取組の良いところ
チームワークの取組の良いと思う理由

上記４点について、
現時点から直近の事業所での取組を
振り返って記載していただきました。

【演習1】 事前課題１を使用した報告と討議
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演習1の手順
事業所としての自己検証

①事前課題1の報告【発表時間1名4分、質問２分×6名～9名】

・発表（4分）→質疑（２分）を行う。

・「良いと思う取組み」を付箋ツールに記入する。その際１つの付箋に

１つの事柄を記入する。

②報告の「良いと思う取組み」を共有する【15分】

・付箋ツールに記入したものをKJ法で整理し画面上に

まとめる。

③全体共有（発表）【3G×3分＝9分】
◎組織体制の取組の良いところ
◎チームワークの取組の良いところ

理由なども参考にして、「良いな」と思った
ことは付箋に箇条書きで記入する。
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１．事前課題の内容整理をするにあたっては、批判的なことは避け、良
い取組みと思われた内容について意見交換し、自身の事業所でも参
考にして取り組んでみたいことを整理する。

２．報告時の「良い取り組み」を見る視点として、①情報伝達や共有方
法（日常の業務的コミュニケーション、会議等）、②サビ児管のフォロー
アップ体制（サビ児管が困ったときの相談できる体制）、③チームアプロー
チ（管理者や看護師、支援員など事業所内の連携おいて、サビ児管と
してどのような工夫やアプローチをしているか）など。

３．利用者支援に当たって、サビ児管として個人のスキルを高めていくこ
との他に、支援を行う環境・仕組みを組織として整えることも必要なこと
から、サビ児管と管理者とで課題を共有し、改善に向けて協議すること
も大切である。

演習1の留意点
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演習1
事業所としての自己検証 〇〇Gr

組織体制 コミュニケーション・チームワーク

人材育成 地域とのかかわり・ネットワーク

良い取り組み 良い取り組み

良い取り組み
良い取り組み
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「サービス管理責任者・児童発達支援管理責
任者としての自己検証」

＜目的＞

事前課題２の項目から、①個別支援計画の作成（意
思決定支援の展開）、②支援記録、③会議の実施、
④支援員への技術指導及び助言、⑤苦情解決、⑥
虐待防止（権利擁護）、⑦機密の保持について、事
前課題２を用いて自己の業務を振り返り、グループ参
加者の意見も参考にしながら、できていないところは改
善を図っていく。

【演習2】 目的と要点
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演習2「サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者とし
ての自己検証」について
＜事前課題２＞
１．個別支援計画の作成について
①個別支援計画の作成について
②モニタリングについて
③利用者への説明と同意、書面計画書の交付について

２．記録について
３．会議について
４．他の従業者に対する技術指導及び助言について
①日常業務での助言・指導について
②上記の業務を組織として行える体制整備について

５．苦情解決について
６．虐待防止について
７．機密の保持について
上記７点について、現時点から直近の事業所での取組を振り返って記載していただ
きました。

【演習2】 事前課題２を使用した報告と討議
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演習2「サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者とし
ての自己検証」について

＜事前課題２ 続き＞

それぞれの質問に対する回答方法
①出来ている～出来ていないを０～１０点でチェック
②０～１０点をつけた理由を記入
③質問項目によっては、達成率や実際の件数を記入

総ての質問項目に「研修後どのように取り組みますか」
と言う、まとめの段階で記入する欄もある。

7項目について、現時点から直近の事業所での取組を振り返って記載していただきま
した。今年度はそれら項目より2項目について報告、検討、まとめをおこないます。
検討する2項目は、グループよって異なります。

【演習2】 事前課題２を使用した報告と討議
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【演習2】 グループ別 報告・検討項目

1.個別支援計画（1）～（3）

全グループ

Ｇ・Ｈ・Ｉ

Ａ・Ｂ・Ｃ

Ｊ・Ｋ・Ｌ

3.会議について

4.技術指導について

5.苦情解決について

6.虐待について Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｍ
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演習2の手順
サビ児管としての自己検証

①事前課題２の報告

【発表時間5分→質問2分＝7分×6名～9名】

・「良いと思う取組み」を付箋ツールに記入する。その際１つの付箋に

１つの事柄を記入する。

・「どのようにすれば10点に近づけるか」について、改善策やアイ
ディアを考えて付箋にメモする。

②報告に対して良いと思う取組、改善策やアイディアを共有する。

【15分】

・付箋ツールに記入したものをKJ法で整理し画面上にまとめる。

④全体共有（発表）【3Ｇ×3分＝9分】
◎良いと思う取組
◎１０点に近づけるアイデア
を２色の付箋に色分けして、箇条書きで記
入する。
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演習2
事業所としての自己検証 〇〇Gr

個別支援計画の作成（全Ｇｒ） モニタリングについて（全Gr）

説明と同意（全Gｒ） 会議or人材育成など（Grによる）

良い取り
組み

良い取り
組み

良い取り
組み

良い取り
組み

10に近づける
アイディア

10に近づける
アイディア

10に近づける
アイディア

10に近づける
アイディア
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１．「良いと思う取り組み」「１０点に近づけるかアイデア」について、他者
の改善に向けた工夫等を付箋にメモする。

２．サビ児管として必要な業務ができていないこともあるかもしれないが、
落胆するのではなく、まずは役割業務を理解し、スキルアップしていくこと
が大事である。

3. 同じグループのメンバーの報告を聞いて、自分及び自事業所に活用
できる事柄を見出す。

演習３の留意点
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「関係機関との連携」

＜目的＞

①関係機関との連携
②相談支援専門員との連携、
③担当者会議の開催、
④自立支援協議会への参加について、

事前課題３を用いて自己の業務を振り返り、グルー
プ参加者の意見も参考にしながら改善を図っていく。

【演習3】 目的と要点
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演習３「関係機関との連携」について

＜事前課題３＞

１．関係機関（企業・学校・医療機関・他の福祉事業所等）
との連携

２．相談支援専門員との連携

３．担当者会議の開催について

４．自立支援協議会への参加について

【演習3】 事前課題３を使用した報告と討議
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演習3「関係機関との連携」について

＜事前課題３ 続き＞

それぞれの質問に対する回答方法

①出来ている～出来ていないを０～１０点でチェック
②０～１０点をつけた理由を記入
③具体的な事例を記入
④質問３については、達成率等を記入
⑤質問４については「地域の自立支援協議会にどのような部会がある
のか、またその審議内容について調べる。

【演習3】 事前課題３を使用した報告と討議
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【演習3】 グループ別 報告・検討項目

2.相談支援員との連携

全グループ

Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｍ

Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ

1.関係機関との
連携について

3.担当者会議の開催

4.自立支援協議会の参加
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演習3の手順
関係機関との連携

①事前課題３の報告

【発表時間５分→質問２分＝７分×６名～9名】

・「良いと思う取組み」を付箋ツールに記入する。その際１つの付箋に

１つの事柄を記入する。

・「どのようにすれば10点に近づけるか」について、改善策やアイ
ディアを考えて付箋にメモする。

②報告に対して良いと思う取組、改善策やアイディアを共有する。

【15分】

・付箋にメモしたものをKJ法で整理し模造紙にまとめる。

④全体共有（発表）【3Ｇ×3分＝9分】
◎良いと思う取組
◎１０点に近づけるアイデア
を２色の付箋に色分けして、箇条書きで記
入する。
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１．（自立支援）協議会は、障害者の地域生活を考える場であることか
ら、事業所が協議会に参画する意味として、

①利用者は地域の支えもあって生活していることから、事業所も地域の
視点を持つことが大事、

②対応が難しい利用者への支援に当たっては、専門機関や地域の協
力や理解が必要となること、

③災害時、など様々なことが考えられることをイメージする。

２．相談支援専門員や関係機関との連携は、サビ児管が主となってど
のように連携するかを学ぶ。

演習3の留意点
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演習3
事業所としての自己検証 〇〇Gr
相談支援専門員との連携 （全グループ）

担当者会議の開催orその他の 関係機関等（Grによってことなる）

良い取り
組み

良い取り
組み

良い取り
組み

10に近づける
アイディア

10に近づける
アイディア

10に近づける
アイディア
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研修のまとめ・修了証の配布

①研修のまとめ

②修了証の配布
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